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「
登
山
と
運
動
生
理
学
」
を

終
え
て 

今
回
は
、
第
二
回
目
の
開
催
と
な

り
、
「
登
山
と
運
動
生
理
学
」
を
受

講
し
ま
し
た
。 

 

初
日
の
机
上
講
座
で
は
、
「
体
組

成
・
体
力
測
定
と
バ
ラ
ン
ス
訓
練
を

実
施
し
、
自
分
の
体
を
知
り
体
力
を

自
覚
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
要
領
を
学
び

安
全
登
山
に
備
え
る
」
が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
お
り
、
前
半
は
、
館
内
で
体

組
成
の
測
定
を
始
め
に
握
力
・
上
体

起
こ
し
等
の
体
力
測
定
を
行
い 

昼
休
み
を
間
に
挟
み
、
後
半
は
、

疲
労
の
原
因
・
防
止
方
法
等
の
運
動

生
理
に
関
す
る
講
義
を
受
け
た
後
、

屋
外
に
て
反
復
横
跳
び
・
立
幅
跳
び

に
よ
り
体
力
測
定
を
行
い
、
２
０
㎏

の
ザ
ッ
ク
を
背
負
う
ボ
ッ
カ
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 

 

体
組
成
に
つ
い
て
は
、
自
己
計
測

を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
数
値

の
把
握
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
体

力
測
定
に
つ
い
て
は
、
学
生
時
代
を

最
後
に
実
施
す
る
機
会
も
な
か
っ
た

た
め
、
各
項
目
共
に
残
念
な
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

特
に
、
反
復
横
跳
び
は
４
０
回
を
下

回
り
、
自
分
の
体
力
の
無
さ
を
強
く

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

翌
日
の
実
技
講
座
で
は
、
「
呼
吸

法
・
心
拍
数
・
行
動
食
＆
水
分
補
給

等
を
実
際
の
山
行
で
学
び
約
５
時
間

の
行
程
を
体
験
す
る
」
を
テ
ー
マ
に

埼
玉
県
と
東
京
都
の
県
境
に
位
置
す

る
「
棒
ノ
折
山
」
へ
の
登
山
を
行
い

ま
し
た
。 

 

薄
曇
り
の
中
、
さ
わ
ら
び
の
湯
バ

ス
停
前
に
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
準
備
体
操
を
行
い
、
各
班
に
別
れ
、

使
い
始
め
た
ば
か
り
の
コ
ン
パ
ス
に

て
方
向
の
確
認
を
行
い
、
登
山
口
を

目
指
し
ま
し
た
。
途
中
、
山
並
み
と

ダ
ム
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
な
が

ら
も
白
谷
沢
登
山
口
に
到
着
し
、
全

員
が
集
ま
り
、
注
意
事
項
の
再
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

① 

呼
吸
法
は
、
息
を
吐
く
こ
と
に

集
中
し
、
吸
入
は
自
然
に
ま
か
せ
る 

② 

歩
幅
を
狭
く
と
り
、
マ
イ
ペ
ー

ス
を
心
が
け
る 

③ 

水
分
補
給
・
塩
分
補
給
を
忘
れ

ず
に 

④ 

ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
脈
拍
を
と
り
、

自
分
の
状
態
を
確
認
す
る
、 

 

呼
吸
法
・
歩
幅
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
白
谷
沢
沿
い
を
登
り
始
め
ま
し
た
。

沢
や
滝
の
涼
し
さ
を
感
じ
つ
つ
鎖
場

を
通
過
し
、
１
時
間
２
０
分
程
時
間

を
か
け
林
道
沿
い
の
休
憩
所
に
到
着

し
ま
し
た
。
湧
水
の
冷
た
さ
に
驚
き

つ
つ
、
林
道
の
行
き
先
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
る
間
に
休
憩
時
間
も
過
ぎ
、

登
山
の
再
開
と
な
り
ま
し
た
。
ボ
ッ

カ
実
技
の
順
番
が
回
っ
て
き
て
い
こ

と
も
あ
り
、
再
開
後
す
ぐ
に
ザ
ッ
ク

を
背
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２

０
㎏
と
い
う
重
さ
事
態
は
平
気
で
し

た
が
、
こ
こ
ま
で
の
行
進
で
脚
が
疲

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

フ
ラ
フ
ラ
と
し
た
行
進
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
約
１
時
間
３
０
分
程

時
間
を
か
け
、
岩
茸
石
・
権
次
入
峠

を
越
え
、
後
半
の
階
段
に
難
儀
し
な

が
ら
も
な
ん
と
か
頂
上
に
到
着
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
頂
上
で
は
、

霧
に
包
ま
れ
て
お
り
風
景
は
臨
め
な

か
っ
た
も
の
の
、
和
気
合
々
と
し
た

雰
囲
気
で
、
一
人
登
山
で
は
味
わ
え

な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

下
山
で
は
、
班
列
よ
り
遅
れ
気
味

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
途
中
よ
り

先
頭
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
運
営
委

員
か
ら
の
「
あ
と
数
分
コ
ー
ル
」
や

班
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
先
頭
を

進
み
ま
し
た
が
、
進
ん
で
も
進
ん
で

も
終
わ
ら
な
い
森
が
続
き
、
最
後
の

数
百
メ
ー
ト
ル
地
点
で
バ
テ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
校
長
に
付
き
添
っ
て
も

ら
い
、
５
分
間
休
憩
し
、
無
事
下
山

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下
山
後
、

今
後
の
登
山
学
校
の
行
程
に
、
心
の

中
で
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、

水
谷
講
師
よ
り
「
こ
の
山
を
登
り
下

り
で
き
た
の
だ
か
ら
、
今
後
の
登
山

学
校
で
登
る
山
は
、
全
て
大
丈
夫
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と
し

た
次
第
で
す
。 

 

運
営
委
員
・
同
じ
班
の
皆
様
に
は
、

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
棒
ノ
折
山
は
、

も
う
一
度
訪
問
し
、
快
晴
の
頂
上
に

登
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

十
六
期 

竹
田
誉
志
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登山学校 第３回 

山での救急法 

 

８月６日 机上 

カルタスホール 

 参加者 ２９名 

 

８月７日…実技 

奥武蔵・日和田山 

     ２９名 
 

 

 

「
山
で
の
救
急
法
」 

八
月
六
日
（
土
）
机
上
講
座 

軽
部
・
伊
藤
講
師 

 

午
前
中
は
「
応
急
手
当
」
「
気

道
確
保
」
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

「
人
工
呼
吸
」
な
ど
、
人
形
を
使

っ
て
の
講
義
で
し
た
。 

講
師
指
導
の
後
、
や
り
方
を
マ

ネ
し
て
、
実
際
に
「
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
」
「
人
工
呼
吸
」
を
行
っ
て

み
ま
し
た
が
、
押
す
位
置
、
力
の

入
れ
具
合
、
吹
き
込
む
息
の
加
減

な
ど
、
思
っ
た
以
上
に
難
し
く
、

か
つ
体
力
が
必
要
な
の
で
、
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。 

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
人
工
呼
吸

は
三
〇
対
二
の
サ
イ
ク
ル
で
行
う

事
、
症
状
に
あ
っ
た
回
復
体
位
を

取
ら
せ
る
事
な
ど
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。 

午
後
は
三
角
巾
・
テ
ー
ピ
ン
グ
テ

ー
プ
の
使
い
方
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の

講
義
で
す
。 

三
角
巾
は
家
庭
の
救
急
箱
に
あ
る

物
で
す
が
、
使
っ
た
事
が
皆
無
で
、

最
初
は
う
ま
く
畳
め
な
く
、
結
び
目

も
固
結
び
に
な
っ
て
し
ま
い
、
悪
戦

苦
闘
で
し
た
。 

テ
ー
ピ
ン
グ
の
使
い
方
で
は
、
患

部
固
定
や
保
護
、
ス
ト
ッ
ク

2

本
で

松
葉
杖
を
作
る
、
補
強
な
ど
、
一
本

あ
れ
ば
、
多
様
な
用
途
に
対
応
出
来
、

ま
さ
に
登
山
に
必
需
品
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
講
師
の
方
々
の

「
慣
れ
れ
ば
簡
単
で
す
よ
」
と
の
言

葉
と
裏
腹
に
、
最
初
は
中
々
う
ま
く

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ロ
ー
プ
の
扱
い
は
、
尐
し
前
の
日

本
人
な
ら
日
々
多
く
の
雑
用
の
中
で
、

生
活
の
知
恵
と
い
う
か
当
た
り
前
に

知
っ
て
い
て
、 

チ
ョ
ッ
ト
し
た
縛
り
も
の
な
ど
朝

飯
前
の
事
、
と
何
か
の
本
で
読
ん
だ

気
が
し
て
、
自
分
の
不
器
用
さ
が

尐
々
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。 

『
う
ま
く
出
来
な
か
っ
た
人
は
、

毎
晩
晩
酌
し
な
が
ら
練
習
し
て
く
だ

さ
い
。
体
で
覚
え
る
の
で
す
よ
』
と

の
励
ま
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
早
速
当
晩
、
翌
日
に
は
う
ま
く

出
来
る
よ
う
に
と
、
ビ
ー
ル
飲
み
な

が
ら
練
習
し
ま
し
た
。 

「
事
故
者
の
救
助
と
搬
出
法
」
の

説
明
の
中
で
、 

”
山
登
り
は
『
自

己
責
任
』
で
行
う
の
が
大
原
則
で
あ

る
。 事

故
に
対
し
て
も
、
原
則
は
自
力

救
助
。
平
地
と
違
い
山
で
の
救
助
活

動
は
、
平
地
の
最
低
三
倍
以
上
の
体

力
必
要
で
下
手
を
す
る
と
他
の
パ
ー

テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
を
も
危
険
に
さ
れ

す
可
能
性
が
あ
る
。
” 

非
常
に
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

私
は
、
こ
の
言
葉
に
強
い
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。 

八
月
七
日
（
日
）
実
技
講
座 

奥
武
蔵
・
日
和
田
山 

 

九
時
高
麗
駅
集
合
。
電
車
の
中
で

眠
気
覚
ま
し
に
ロ
ー
プ
結
び
の
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）
。 

簡
易
ハ
ー
ネ
ス
を
作
り
、
初
め
て

カ
ラ
ビ
ナ
を
使
い
ま
し
た
。
尐
々
窮

屈
で
し
た
が
、
山
男
に
一
歩
近
づ
い

た
（
？
）
気
が
し
て
気
分
良
か
っ
た

で
す
。 

そ
の
後
、
ム
ン
タ
ー
ヒ
ッ
チ
で
懸

垂
降
下
、
ビ
レ
イ
、
搬
送
の
実
技
（
ロ

ー
プ
で
作
っ
た
担
架
は
美
し
い
！
）
、

ツ
エ
ル
ト
を
張
っ
て
中
に
入
り
、
実

際
の
使
い
方
、
な
ど
、
夕
方
ま
で
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

講
師
の
方
々
、
二
日
間
に
わ
た
り
、

懇
切
丁
寧
に
お
教
え
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

お
教
え
い
た
だ
い
た
事
を
常
に
念

頭
に
置
き
、
「
安
全
第
一
」
の
登
山

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
同
じ
班
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々

に
も
、
い
ろ
い
ろ
お
助
け
い
た
だ
い

た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が

出
来
ま
し
た
。
感
謝
致
し
ま
す
。 

一
六
期 

目
黒
歳
郎 

記 

            

                                      

９月～１0 月の県連活動計画 

9/ 1    三役会議 

9/ 3    登山学校 

机上｢地図の読み方｣ 

9/ 4    登山学校実技 高水三山 

9/11    遭難防止安全教育会議 

    第１回評議会 

9/12    女性委員会 

9/18～    9/17～18 全国ハイキング交流集会 

 9/23～25 関東ブロック役員交流会  

         女性大震災支援活動…石巻 

 9/28    第 5 回理事会、HC 委員会                                            

9/30～10/1 全国救助隊交流集会 

10/ 1～2 登山学校｢岩登り講座｣ 

10/ 6    三役会議 

10/15～16 関ブロ自然保護交流集会    

10/26  第 6 回理事会、HC 委員会 

 

加盟団体の動き  原稿募集中 

 県連に加盟する各山岳会を順番に紹介して 

 います。会の特徴やユニークな会活動、また 

 最近の会山行記録等 何でも結構です。 

 題字込み 500～1000 字以内で、写真２～３ 

 枚添付で！  版下は 10P １行 12 字 ６段 

 組です。         機関紙委員会 
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救
助
隊 

主
催 

 
 

 

沢
登
り
搬
出
・
搬
送
訓
練
報
告 

日 

時 
７
月
２
４
日
（
日
）
Ａ
Ｍ
８
時
～
Ｐ
Ｍ 

１
３
時
３
０
分 

場 

所 
 

奥
秩
父
・
大
洞
川
流
域
・
手
戸
沢
付
近 

参
加
者 

徳
重
（
隊
長
）
柴
山
（
副
隊
長
）
・
浅
見
・
今
井
・
小
島 

佐
々
木
・
谷
脇
・
水
谷
・
富
田
・
安
田
・
若
木
・
松
本 

 

合
計 

１
２
名 

   

共
同
装
備
、
救
助
隊
で
準
備
し
ま
す
。 

食 

事 
 

各
自
で
用
意 

 
 

 
 

 

※
・
参
加
予
定
者
・
１
４
名 

事
務
局
長 

若
木
由
和 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

斜張りにて搬送 

 

 

 

 

    

 

８
月
２
４
日
、
前
夜
の
う
ち
に

秩
父
湖
（
埼
玉
大
学
寮
）
付
近
に 

 

着
い
た
隊
員
も
含
め
て
、
大
洞
林

道
、
大
洞
ダ
ム
に
集
合
８
時
１
５

分
に
集
合
。
出
合
ま
で
１
０
分
位

の
下
り
。
な
ん
と
な
く
踏
み
跡
が

あ
り
、
た
だ
た
だ
下
の
大
洞
川
を

目
指
し
す
べ
り
ま
く
る
旧
藩
合
計

を
下
る
。 

尐
し
大
洞
川
を
下
り
、
手
戸
沢

出
合
い
着
。
準
備
を
し
、
一
段
目

の
滝
を
巻
き
、
な
め
滝
の
上
で
ダ

ミ
ー
を
作
り
、
チ
ロ
リ
ア
ン
ブ
リ

ッ
ジ
に
て
左
側
上
よ
り
黒
ロ
ー
プ

を1

段
目
の
滝
上
に
下
ろ
す
。 

そ
こ
よ
り
大
洞
川
対
岸
ま
で
下

ろ
す
。
こ
こ
で
搬
出
は
終
了
。 

雨
が
降
り
始
め
、
駐
車
場
ま
で
急

坂
を
登
る
。
駐
車
場
に
て
反
省
会
。

徳
重
隊
長
よ
り
無
事
に
終
了
し
良

か
っ
た
。
柴
山
副
隊
長
よ
り
み
ん

な
一
緒
に
行
動
出
来
る
よ
う
に
と

あ
り
。
埼
玉
の
救
助
隊
訓
練
は
一

度
も
事
故
が
無
い
こ
と
が
す
ば
ら

し
い
と
今
井
さ
ん
よ
り
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
解
散
。
各
車
温
泉
へ
。 

初
め
て
の
沢
救
助
訓
練
に
参
加

し
、
体
力
の
無
さ
を
実
感
。
私
の

出
来
る
こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本 
千
代
子
（
所
ハ
イ
） 
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第１７３号     ２０１１年    ９月 １０日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ２  ）     

 

沢での搬出・搬送訓練（実技）のお知らせ 

日 時  ７月２４日（日）AM 8:00 集合  8:30 行動  

「前夜発可」 

場 所    大洞川流域・秩父湖（埼玉大学寮）付近 

大洞林道、大洞ダム集合 

訓練場所 市ノ沢、小滝の連続場所 

装 備  個人装備、沢でのセルフレスキュー一式  

共同装備、救助隊で準備します。 

食 事  各自で用意 

     ※・参加予定者・１４名 

事務局長 若木由和 

 

 

 

第１７３号     ２０１１年    ９月 １０日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ３ ）     

 

気仙沼から産直販売のお知らせ 

手挽きとろろこんぶ 

気仙沼市唐桑半島 が全国に販売している商品です。 

     ・三陸海岸に自生する「天然昆布」を伝統の「手掻きで

加工した逸品です。 

     ・気仙沼の支援活動として「三陸産とろろこんぶ」を斡

旋します。 

 販売価格 一袋 ５５０円 で提供します。 

 

 

ダミーにて梱包業          

 
 

 

 

機器を駆使して斜張

り 

 

引き上げから斜張りに移行 

 

運動中の水分摂取は体温調節により失われる水分を補充するために行う。 

筋肉でエネルギーを燃やすと熱を発生する。発生する熱は、運動の負荷量に 

比例する。 

山道の斜度が高かったり、荷重量が多かったり、歩行スピードが早かったり 

すると、その負荷が増える。負荷が増えれば水分必要量も増える。また行動 

中の水分摂取の割合は上り斜面 70%、下り斜面 30%程度ではないか。 

筋肉温度が 41°C を超えると人の細胞は死亡する。そのため人は、運動中皮 

膚血流を増やし体温を発散させ、また皮膚血流だけで不足する時は汗を発散 

させて体温を下げる。そのため、行動環境の気温、湿度、風速（体感温度） 

によって、体温放出の効率は大きく変わり、水分必要量も大きく変わる。 

特に湿度が高い時は、汗が発散しないので汗を多くかくことになる。人                    

                               の発汗量の最大は１時間で３リットルにも達する。また高所では、気圧が低

いことによる体外への水分発散が高いなどもある。 

 人の通常の水分発散は、皮膚から 0.5～0.7 リットル、呼気ガス中の蒸気と                                     

 して 0.25～0.3 リットル、それぞれ１日量失われる。運動中はもっと多い

と                            と思われる。                                                              

思わ                            人はエネルギーを燃やす時、糖質の分解で水を 0.3 リットル（１日量） 

作り出すが、それだけでは水は足りない。また水分不足は体重の２％以下に               

抑えることが重要と言われている。 

人の体型と水分はヒトの体重の 40～60%が水分である。筋肉には重量の 65 

～75%が水分で占められ、それに比べて脂肪組織の水分量は 25%以下である。 

筋肉量が多く、トレーニング量（山行頻度の高い）の多い人は皮膚の毛細 

血管の数も多く、熱の発散効率も高い。そのためこれらの人の水分必要量 

は少なくてすみ、それに比べ筋肉が少なく脂肪の多い人は熱発散効率が低い。

また必要以上の脂肪量は荷重増と同じで、水分必要量は増える。 

 

水分必要量はこれらの条件を考慮することである。登山界で水分必要量のデー 

タは現在まだ測定されていない。 

                  ハイキング委員会  矢崎 

 

水分必要量の考え方 

汗と同量の水を飲んだとき、パフォーマンスが持

続する「登山の医学ハンドブック」181p  

 山本正嘉氏 引用から 

 



 
第１７３号     ２０１１年   ９月 １０日（土）発行                    埼  玉  労  山      （２）  

 理
事
会
報
告 

第
三
回
理
事
会
が
七
月
二
十
七
日

(

水)

県
連
事
務
所
で
、
第
四
回
理
事

会
が
八
月
三
十
一
日(

水)

さ
い
た
ま

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
十
四
名
の
出

席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

＊
全
国
連
盟
活
動 

・
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会9

/
1
7

～
１
８ 

伊
豆
・
長
岡 

・
関
ブ
ロ
女
性
委
員
会
大
震
災
支
援

活
動 

9
/
2
3

～2
5
 

バ
ス1

0
0

名 

＊
県
連
全
体
活
動 

・
三
役
会
議
で
木
村
事
務
局
長
決
定 

【
事
務
局
】 

・
関
ブ
ロ
役
員
交
流
集
会9

/
2
4

～2
5
 

・
関
ブ
ロ
自
然
交
流
集
会1

0
/
1
5
~
1
6
 

(

主
管
：
埼
玉
）
会
場
…
長
瀞
荘 

【
財
政
】
総
会
資
料
訂
正
を
評
議
会

で
配
布
。
連
盟
費
納
入
に
協
力
を 

 
 

 

【
機
関
紙
】1

7
2

号7

～8

月
合
併
号

で
発
行
。
遅
延
お
詫
び
、1

7
3

号

評
議
会
で
配
布
予
定
。 

【
女
性
】7

/
3
 
9
/
1
5

委
員
会 

・
委
員
長
代
行
を
久
保
理
事
担
当 

・
大
震
災
支
援
活
動 

埼
玉6

名
（
新

座
５
、
松
本
）
他
大
宮6

名
、
蕨
か

ら
理
事
長
参
加
。 

・
支
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
に
ご
協
力
を 

・
昆
布
在
庫
尐
な
し
、
継
続
し
て
販

売
し
ま
す
。 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】7

/
2
7
8
/
3
1

委
員
会 

・
地
図
読
み
講
習
会
を
予
定
、1

/
8
 

 

カ
ル
タ
ス
ホ
ー
ル
、
講
師
…
村
越
真 

静
岡
大
学
教
授
（
登
山
時
報
掲
載
） 

・
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会9

/
1
7

～1
8
 

伊
豆
・
長
岡
に
参
加
を
！ 

【
自
然
保
護
】 

・1
0
/
1
5

～1
6

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然

保
護
集
会
（
埼
玉
主
管
）
の
準
備 

 

会
場
を
長
瀞
荘
で
決
定
。
当
日
ス

タ
ッ
フ
、
参
加
者
募
集
中
。 

 
 

【
救
助
隊
】 

・7/
2
4
 

秩
父
大
洞
川 

沢
搬
出
訓
練

実
施
。1

2

名
。
・
全
国
救
助
隊
交

流
集
会 

9
/
3
0

～1
0
/
1

徳
重
参
加 

【
登
山
学
校
】8

/
2
9

運
営
委
員
会 

・
第
２
回
講
座
「
登
山
と
運
動
生
理

学
」7

/
2

～3
 

棒
の
折
山3

0

名 

・
第
３
回
講
座
「
山
で
の
救
急
法
」 

 
8
/
5

～6
 

日
和
田
山2

8

名 
【
岩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・8
/
2
8
 

第
１
回
岩
ネ
ッ
ト
日
和
田 

 
 
R
C
T
 

参
加
…8

名
、
ザ
イ
ル
購
入 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
部
…9

/
8

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
嵐
山
渓
谷
交
流
ハ
イ
ク 

1
1
/
2
0
 

南
部
…8

/
2
5
 
9
/
2
2

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
嵩
山
交
流
ハ
イ
ク 

1
1
/
1
3
 

中
部
…9

/
2
2

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・1
1

月
地
図
読
み
、1

2

月
冬
山
計
画 

北
部
…9

/
8

～1
3
 

熊
谷
ト
レ
同
人

写
真
展 

議 

題 

①
遭
難
防
止
安
全
教
育
担
当
者
会
議 

9
/
1
1

（
日
） 
A
M
9
:
3
0

～ 

高
鼻
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

議
題
：
ナ
マ
ス
テ
メ
ー
ル
よ
り
事
故
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
紹
介 

そ
の
他 

②
第
１
回
評
議
会9

/
1
1
 
P
M
1
:
0
0

～ 

9
/
1
1

（
日
） 

A
M
1
:
3
0

～ 

高
鼻
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

議
題:

＊
活
動
方
針
の
追
提
案
＊
個

人
会
員
制
度
導
入
と
組
織
強

化
の
具
体
的
提
案
＊
震
災
支

援
の
内
容
の
確
認
と
周
知 

 

③
関
ブ
ロ
自
然
保
護
交
流
集
会 

1
0
/
1
5

～1
6
 

会
場
…
長
瀞
荘 

会
費
…
８
千
円
、
当
日
日
程
、

他
担
当
等
ス
タ
ッ
フ
、
参
加
者

募
集
要
項
の
検
討
。 

④
安
全
登
山
講
演
会 

期
日 

1
1

月2
7

日
（
日
）PM

2
:
0
0
 

 

 

場
所
：
未
定
、
会
費
：5

0
0

円 

 

講
師
：
山
地
啓
司 

 

立
正
大
学
教
授
・
運
動
生
理
学 

テ
ー
マ
：
登
山
に
役
立
つ
運
動
生

理
学
に
つ
い
て 

⑤
東
北
大
震
災
支
援
体
制 

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
援
活
動 

・
女
性
委
員
会
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
、
他 

・
物
産
品
（
昆
布
）
販
売
協
力
！ 

・
今
後
の
支
援
体
制 

参
加
者
の
取
り
ま
と
め
等
と
把
握 

災
害
派
遣
車
両
登
録
に
つ
い
て 

⑥
そ
の
他 

・
関
ブ
ロ
役
員
交
流
集
会9

/
2
4

～2
5
 

 

群
馬
県
立
妙
義
青
尐
年
自
然
の
家 

参
加
…
矢
崎
・
木
村 

・
日
本
山
岳
会
埼
玉
支
部 

 
「
救
急
法
講
演
会
」1

0
/
1
9
(

水)
 

 
P
M
7
:
0
0

～ 

大
宮
仲
町
川
鍋
ビ

ル
・
８
階
会
議
室 

・
全
国
青
年
沢
登
り
講
習
会 

＊
次
回
理
事
会 
９
月
２
８
日
（
水
） 

 
 

９
階 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

 
澤
藤 

 

            

                                        

                                        

                                   

２０１１年 

 関東ブロック自然保護交流集会 

 

期 日  10 月 15 日（土）～16 日（日） 

場 所   秩父・長瀞荘 

 参加費 8,000 円（宿泊交流会費含む） 

日帰り 5,000 円（交流会費含む） 

 〃  3,000 円 

  内 容   講演： 

各県連自然保護活動報告 

     武甲山登山、他  

主 催   関東ブロック協議会 

主 管  埼玉県勤労者山岳連盟 

＊詳細は後日お知らせします。 

 埼玉県連が主管しますので、自然保

護 

 について関心のある方、ならび各加

盟団体から 1 名位の参加協力をお願

い 

 します。現地観察会、ハイキングあ

り。 

  

 

 

 

○価 格  …２５００円（復興支援カンパ １０００円含む） 

○色とサイズ…オレンジ（Ｓ．Ｍ.L）紺（Ｓ．Ｍ.Ｌ．ＬＬ） 

○デザイン …胸に絵 東北の山・岩手山（千葉「かがりび山の会 石井さん」 

           東北の山・鳥海山（画家・熊谷榧さん） 

       左上腕 「ＪＷＡＦ 東日本大震災復興支援」文字 

○材 質  …ダクロン（７０％）と綿（３０％）の混紡 

○申込先  …日本勤労者山岳連盟・事務局にメールかＦＡＸで 

  ＊出来るだけ会・クラブ単位で図柄・色・サイズ・枚数と送付先の 

郵便番号・住所・氏名・電話番号を明記して！ 

  ＊送料は全国連盟で負担します。 

○支払方法 …Ｔシャツに同封する郵便振り込み用紙で振込 
 

 

 

 

【編集後記】季節はいよいよ秋！不安定な気圧配置により天候不

順や各地で局所的な豪雨による水害に見舞われています。 

特に大型台風 12 号は紀伊半島を中心に広い範囲で記録的な豪雨

をもたらし、奈良・和歌山・三重では土砂崩れや河川の氾濫で民

家が流される等、死者・不明含め 100 名余と甚大な被害となって

います。今年は、東日本大震災と福島原発事故やこうした豪雨に

よる自然災害等が続いており、本当に被災された皆様には心から

お悔やみとお見舞いを申し上げたいと思います。 

こうした中、新たに「野田内閣」がスタートしました。多くの

公約を掲げ変革を果たすべく国民の期待を背負った民主党政権だ

けに、まずはこうした災害に苦しむ被災者の皆さんに対する復興

支援と被災地のインフラ整備、また原発事故処理と放射能汚染対

策等急ぐべきかと……。これからは、秋の長雨と台風シーズンで

もあります。日照時間も短くなり行動時間も限られて来ます。ハ

イキングを計画する時は無理のない計画をたてましょう。（澤） 

 

      （澤） 

                

  

 

第１７３号     ２０１１年    ９月 １０日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ４ ）     

 

東日本大震災救援 労山特製Ｔシャツの販売！ 

 


